
自
分
に
は
関
係
な
い
。
自
分
は
知
ら
な
い
。

あ
な
た
の
心
の
中
に
、「
無
関
心
」と
い
う
閉
じ
た
扉
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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テ
ー
マ
　
情
報
化
社
会
と
部
落
差
別
解
消

推
進
法

講
師
　
谷た
に
が
わ川
雅ま
さ
ひ
こ彦
さ
ん（
一
般
社
団
法
人

部
落
解
放
・
人
権
研
究
所
所
長
）

日
時
　
７
月
20
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
５
分（
開
場
：

午
後
０
時
30
分
）

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
ア
リ
ー
ナ
棟

大
ホ
ー
ル（
原
町
３̶

１̶

７
）

問
い
合
わ
せ
先　
（
公
財
）県
人
権
啓
発
情

報
セ
ン
タ
ー

☎（
５
８
４
）１
２
７
１

F（
５
８
４
）１
２
７
３

同和問題啓発強調月間

身
近
に
、
差
別
で
悩
ん
で
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。あ
な
た
の
前
で
笑
顔
で
い
る
そ
の
人
は
、心
の
中

で
泣
い
て
い
る
の
か
も
。想
像
し
て
み
て
。悲
し
み
、傷
つ
い
て
い
る
心
を
。

本
人
や
家
族
の
出
身
地
、
住
ん
で
い
る

場
所
に
よ
っ
て
差
別
さ
れ
、
経
済
的
に
も

精
神
的
に
も
厳
し
い
生
活
状
況
に
追
い
込

ま
れ
る
と
い
う
、
日
本
特
有
の
重
大
な
人

権
問
題
で
す
。

平
成
28
年
12
月
に「
部
落
差
別
解
消
推

進
法
」が
定
め
ら
れ
、
今
年
３
月
に「
福
岡

県
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
条

例
」が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
な
ぜ
、
今
も

な
お
新
し
い
法
令
が
作
ら
れ
る
の
で
し
ょ

う
。
こ
れ
は
、
未
だ
に
差
別
が
な
く
な
っ

て
い
な
い
か
ら
で
す
。
同
和
問
題
は
決
し

て
過
去
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

結
婚
や
就
職
の
際
に
、
住
民
票
の
不
正

取
得
に
よ
る
身
元
調
査
が
行
わ
れ
る
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
差
別
事
象
が
起
こ
り
続
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、情
報
化
の
進
展
に
伴
い
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
悪
質
な
中
傷
が
書

き
込
ま
れ
る
事
案
も
多
数
発
生
し
て
い
ま

す
。「

無
関
心
」と
い
う
心
の
扉
を
開
け
る
た

め
に
は
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
正
し
い
知

識
を
身
に
付
け
、
差
別
を
受
け
て
い
る
人

の
気
持
ち
を
考
え
、
偏
見
や
思
い
込
み
を

な
く
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

市
は
、
平
成
29
年
度
に
実
施
し
た「
春

日
市
人
権
問
題
に
関
す
る
市
民
意
識
調

査
」の
調
査
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、
平
成

31
年
３
月
に
、
差
別
の
な
い
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る「
第
４
次
実
施
計
画
」を
策
定

し
ま
し
た（
計
画
期
間
：
今
年
度
〜
令
和

５
年
度
）。

計
画
書
は
、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

w
w
w
.city.kasuga.fukuoka.jp/

siseijoho/plan/citizen/index.htm
l

）

か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

同
和
問
題
と
は

【

】

権
教
育
お
よ
び
人
権
啓
発
推
進

第
４
次
春
日
市
実
施
計
画

同和問題啓発強調月間

人

県
主
催
事
業

○街頭啓発
　西鉄春日原駅やJR春日駅、市内スー
パーマーケットなどでリーフレットと
啓発物品を配布します。
日程　7月4日
㈭・5日㈮・
10日㈬

○人権パネル展
テーマ　触れよう　感じよう　心に～
住
すみ い
井すゑ・「橋のない川」との出会い

～
日程　6月29日㈯～7月31日㈬（休館
日を除く）
時間　午前9時～午後6時
場所　ふれあい文化センター新館ふれ
あいプラザ

市主催事業
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【

】

社会を明るくする運動強調月間

市
は
、
更
生
保
護
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
を
推
進
し
ま
す
。

犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
づ
く
り
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

安
全
で
安
心
な
社
会
の
実
現
は
、
み
ん

な
の
願
い
で
す
。

連
日
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
や
犯

罪
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
犯
罪
や
非
行

を
な
く
す
た
め
に
は
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
家
庭
や
地
域
づ
く
り
を
す
る
こ
と
や
、

過
ち
を
犯
し
た
と
し
て
も
、
立
ち
直
ろ
う

と
決
意
し
た
人
を
社
会
で
受
け
入
れ
て
い

く
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
を
助

け
、
再
び
犯
罪
や
非
行
に
陥
ら
な
い
よ
う

支
援
す
る
こ
と
で
す
。

こ
の
活
動
に
は
、
保
護
司
を
は
じ
め
、

多
く
の
人
た
ち
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

保
護
司
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受

け
、
地
域
で
更
生
保
護
活
動
を
行
う
民
間

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

裁
判
所
の
決
定
や
判
決
に
よ
り「
保
護

観
察
」と
な
っ
た
人
の
多
く
は
、
生
活
や

精
神
面
で
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
抱
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
保
護
司
は
、
教
育
や
福

祉
、
就
職
支
援
な
ど
に
関
わ
る
人
た
ち
と

協
力
し
な
が
ら
、
社
会
復
帰
の
手
助
け
を

し
て
い
ま
す
。
保
護
司
活
動
に
興
味
の
あ

る
人
は
、
ぜ
ひ
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

犯
罪
・
非
行
の
前
歴
に
よ
り
、
定
職
に

就
く
こ
と
が
難
し
い
刑
務
所
出
所
者
を
、

事
情
を
理
解
し
た
上
で
雇
用
し
、
改
善
更

生
に
協
力
す
る
民
間
の
事
業
主
の
存
在
が

不
可
欠
で
す
。

春
日
支
部
の
保
護
司
と
共
に
、「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
」推
進
大
会
を
開
催

し
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
、
手
話
通
訳
も

あ
り
ま
す
。

日
時　
７
月
13
日
㈯

　
午
後
１
時
〜
３
時

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館
サ

ン
ホ
ー
ル

内
容

▽
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

春
日
南
小
学
校「
響
け
！
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
琉
球
」、
春
日
北
小
学
校「
北
小
ソ
ー

ラ
ン　
２
０
１
９
」

▽「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」作
文
コ

ン
ク
ー
ル
市
内
中
学
校
代
表
作
文
発
表

（
春
日
東
・
春
日
西
・
春
日
野
中
学
校
）

お
よ
び
英
訳
に
よ
る
発
表（
春
日
東
中

学
校
）

▽
リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
抽
選
会

地
域
の
力
で
犯
罪
や
非
行
を
防
ぐ

更
生
保
護
と
は

再
犯
防
止
を
支
え
る
協
力
雇
用
主

筑紫保護区保護司会
春日支部名簿

（令和元年５月現在）
氏 名 地 区

長
ながの
野　義

よしお
雄 須玖北

原
はら
　幸

ゆきお
雄 日の出町

段
だん
　裕
ひろあき
明 日の出町

松
まつお
尾　秀

ひでのり
則 須玖南

木
きもと
本　美

み　か
香 弥生

内
うちの
野　明

あきひろ
浩 小倉

小
おそえがわ
副川　千

ちあき
秋 昇町

金
かなどう
堂　実

みのる 大和町

竹
たけなか
中　力

ちから ちくし台

森
もり
　二

ふ　み　お
三夫 宝町

白
しろうず
水　繁

しげのり
則 春日

白
しろうず
水　浩

ひろき
樹 小倉

金
かなどう
堂　雅

まさふみ
文 上白水

柴
しばた
田　俊

しゅんたろう
太郎 下白水北

松
まつもと
本　孝

たかあき
明 下白水北

白
しらやま
山　義

よしあき
章 下白水南

藤
ふじい
井　卓

たかし 天神山

片
かたの
野　明

あきこ
子 松ヶ丘

問い合わせ先　
人権男女共同参画課人権男女共同参画担当
☎（584）1201　F（584）1181

社会を明るくする運動強調月間

69
回「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」推
進
大
会

第
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申請・問い合わせ先  国保医療課国保担当
☎（584）1111㈹　F（584）1141

有効期限は7月31日です
国民健康保険被保険者証・限度額適用認定証の更新

○被保険者証の更新
現在使用している国民健康保険（以下、国保）
被保険者証（柿色）は、7月31日㈬までしか使え
ません。8月1日から使える被保険者証（桃色）を
7月中旬に郵送しますので、届いたら記載内容を
確認してください。
※国保税の滞納がある場合は、状況に応じて通
常より有効期限の短い被保険者証や資格証明
書を交付します。対象者には通知します。
有効期限　原則、令和2年7月31日㈮（1年間）
郵送方法　不正取得防止と現住所確認のため、
転送できない簡易書留郵便で住民登録地に送
付する
※住民登録地以外へ郵便物の転送手続きをして
いても、被保険者証は転送されません。住民
登録地以外に居住している人は、すぐに住民
票を異動してください。
※配達時に不在の場合は「不在連絡票」が投函さ
れます。この場合の受け取り方法は、郵便局
に問い合わせてください。

○高齢受給者証と被保険者証の一体化
　70歳以上の市国保加入者には、これまで自己
負担割合が記載された高齢受給者証を交付して
いました。そのため、医療機関を受診する際は、
被保険者証と併せて高齢受給者証を提示する必
要がありました。
　しかし、新しく交付する被保険者証は、高齢受
給者証と一体となっており、被保険者証のみの提
示で、自己負担割合での受診が可能となります。
自己負担割合の判定方法については、被保険者
証に同封するチラシを見てください。
　新しく交付する被保険者証を使用できるのは、
８月１日㈭からです。それよりも前に使用すると、
実際とは異なる自己負担割合での受診になる場
合があります。異なる自己負担割合で受診した
場合は、後日、差額を本人に請求することになる
場合がありますので、注意してください。

○限度額適用認定証と限度額適用・標準負担額減額認
定証の更新
　限度額適用認定証と限度額適用・標準負担額減額
認定証（以下、認定証）は、高額療養費の自己負担限
度額と、市民税非課税世帯の入院時の食事代の減額
区分を証明するものです。
　認定証を医療機関で提示することで、医療機関窓
口での支払いを限度額までに抑えることができます。
　現在交付している認定証の有効期限は、原則7月
31日㈬です。8月以降も必要な人は、申請してくだ
さい。
　ただし、70歳～74歳の人で、自己負担割合が2
割で市民税が課税の人と、自己負担割合が3割で市
民税課税所得が690万円を超える人は、認定証の申
請は不要です。
　詳しくは、被保険者証に同封するチラシを見てくだ
さい。
申請開始日　7月8日㈪
※申請開始日は、窓口が大変混雑しますので、余裕
を持って申請してください。
※８月１日㈭から有効の認定証は、８月30日㈮まで申
請可能です。
交付条件

▽市国保に加入している

▽世帯主と加入者が前年所得を申告していること、
または、扶養家族として申告されていることが公
簿などで確認できる
※国保税の滞納がある場合は、交付を受けられない
ことがあります。
申請に必要なもの

▽申請者の本人確認書類（運転免許証などの官公署
が発行した本人確認ができる証明書など）

▽世帯主と対象者のマイナンバーが分かるもの

▽委任状（世帯主以外の人が申請する場合）

▽印鑑
※平成31年１月2日以降に転入した人は、所得証明
書などが必要な場合があります。
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○被保険者証の更新
　7月下旬に、新しい後期高齢者医療保険被保
険者証を郵送します。有効期限は、令和2年7月
31日までの1年間です。
※保険料の滞納がある場合は、有効期限の短い
被保険者証を交付することがあります。
※受取人などを変更する場合は、あらかじめ送付
先変更届を提出してください。

○新しい限度額適用認定証や限度額適用･標準負
担額減額認定証の送付
医療機関で提示することで、医療機関窓口で
の支払いを、限度額までに抑えることができます。
現在認定証を持っている人で、8月からも引き続
き対象となる人は、新しい認定証を7月下旬に送
付します（被保険者証とは別に送付）。
対象

▽世帯全員の市町村民税が非課税の人

問い合わせ先  国保医療課医療担当
☎（584）1111㈹　F（584）1141 

▽自己負担割合が3割の人の中で、所得が一定額未
満の人

○保険料額決定通知書の送付
平成30年中の所得金額と世帯の状況を基に計算し

た「平成31年度後期高齢者医療保険料額決定通知
書」を、7月中旬に送付します。
保険料均等割額には、世帯の所得状況などに応じ

た軽減措置がありますが、今年度から、その軽減割
合が見直されます。詳しくは、通知書に同封するチ
ラシを見てください。
納付方法　原則として年金から差し引き（特別徴収）
※年金額などにより、納付書払いや口座振替（普通
徴収）に変わることがあります。必ず決定通知書を
確認してください。なお、納付書払いの人や、特
別徴収の人は、申請することで口座振替に変更で
きます。

※賦課期日（平成31年4月1日）の元号に基づき、平成31年度
と表記しています。

後期高齢者医療保険
新しい被保険者証（うすむらさき色）などを送付します

申請・問い合わせ先  地域づくり課協働推進担当
☎（584）1111㈹　F（584）1153 

申請受付中です
令和元年度市民活動活性化事業補助金

　ボランティア活動や特定非営利活動など、複数
の市民が行う「市民公益活動」に必要な経費の一部
を補助し、身近なまちづくり活動を支援します。
対象団体　次の全ての条件を満たす団体

▽市内に活動拠点がある

▽1年以上活動実績がある

▽団体構成員が5人以上である（うち半数以上が市
内に居住または通勤・通学している）

▽活動が団体構成員以外にも開かれている
対象事業　地域福祉、健康増進、体力増進、子育
て、防犯、防災、生涯学習、文化振興、消費者
啓発、国際交流、男女共同参画、自治会支援、
その他地域社会に貢献する内容（環境の保全およ
び美化を除く）に関する事業

※年度内に、他の団体などから補助金などの財政的な
支援を受ける事業は対象外です。また、過去に「春
日市市民公益活動事業補助金」を受けた事業と同一
内容の事業も対象外です。
補助対象期間　交付決定を受けた日～令和2年2月29
日㈯
補助金額　次のどちらかの金額

▽補助金交付対象経費の合計額が5万円以下の場合：
全額

▽補助金交付対象経費の合計額が5万円を超える場合：
5万円を超える額の2分の1に5万円を加えた額（上限
20万円）
※補助対象とならない経費もあります。
申請方法　12月27日㈮までに、必要書類を提出する
※必要書類は、地域づくり課（市役所4階）か市ウェブサ
イトで入手できます。
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申請・問い合わせ先  国保医療課医療担当
☎（584）1111㈹　F（584）1141 

問い合わせ先  財政課契約検査担当
☎（584）1111㈹　F（584）1145 

問い合わせ先  健康スポーツ課健康増進担当
☎（501）1134　F（501）0051 

　現在重度障害者医療証を持っている人は、市が
受給資格を審査し、認定基準を満たす場合は、9月
下旬頃に医療証を送付します。
　ただし、受給資格の更新には、書類の提出が必
要になる人もいます。対象者には、7月に案内を送
付しますので、期限までに提出してください。
※提出しない場合は、10月１日で受給資格を喪失
します。
書類提出が必要な人
▷受給者本人、配偶者および扶養義務者の所得が
確認できない

▷受給者本人が市外に住んでいる　など
また、所得制限を超えているなどの理由で認定
基準を満たさない場合は、その旨を通知します。
※手元にある医療証の有効期間終了日までに医療
証または通知が届かない場合は、問い合わせて
ください。
※重度障害者医療の新規申請は、随時受け付けて
います。

重度障害者医療
受給資格の更新

受動喫煙を防ぐために
7月1日から一部の公共施設を敷地内禁煙にします

　健康増進法の一部が改正され、多数の人が利用
する施設などは、望まない受動喫煙を防ぐ対策が
強化されました。学校、病院、児童福祉施設や行
政機関の庁舎は、敷地内（駐車場を含む）禁煙が義
務付けられます。
　これに伴い、市も、7月1日から、公共施設の一
部を敷地内禁煙にします。受動喫煙の防止にご理
解とご協力をお願いします。
※令和２年４月１日からは、多くの人が集まる施設や
場所は、全て原則屋内禁煙となります。
敷地内（駐車場を含む）禁煙となる主な施設

▽市役所

▽いきいきプラザ

▽小・中学校、教育支援センター

▽保育所

▽児童センター

▽男女共同参画・消費生活センター

▷福祉ぱれっと館
▷奴国の丘歴史資料館・のぼり窯体験広場
○改正健康増進法
　改正された健康増進法には、3つの基本的な考え
方があります。

▽望まない受動喫煙による健康影響をなくす
　受動喫煙を望まない人が、屋内で受動喫煙にさ
らされるような状況をなくします。喫煙者は屋内だ
けでなく、屋外でも、望まない受動喫煙を防ぐため、
できるだけ人がいない場所で喫煙することが義務
付けられています。

▽受動喫煙による健康影響が大きい子どもや病気の
人などに特に配慮する
　20歳未満の人や病気の人が主に利用する施設
や屋外について、受動喫煙対策をより徹底します。

▽施設の類型・場所ごとに対策を実施
　利用者の違いや受動喫煙による健康影響の程度
に応じ、場所ごとに異なる喫煙ルールを定め、喫
煙室には標識の掲示を義務付けます。

入札結果をお知らせします
市発注の建設工事

　4月に行った建設工事の入札結果（契約金額
5,000万円以上）をお知らせします。

○春日北小学校普通教室棟大規模改修工事（建築
工事）第1工区
　工事期間　5月9日～令和2年3月20日
　契約金額　1億2,661万円
　工事業者　㈱西村組春日支店

○春日北小学校普通教室棟大規模改修工事（建築
工事）第2工区
　工事期間　5月9日～10月25日
　契約金額　1億3,200万円
　工事業者　永田建設㈱
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申請・問い合わせ先  福祉支援課地域福祉担当（〒816－8501春
日市役所）
☎（586）8202（専用ダイヤル、平日の午前9時～午後5時）
F（584）1142 

○地区トーク
　より良い春日のまちづくりのため、市長が各地
区公民館を訪問し、市民の皆さんと意見を交換
します。
気軽に参加してください。

日程・場所

▽ 7月10日㈬：昇町地区公民館

▽7月11日㈭：弥生地区公民館

▽7月12日㈮：紅葉ヶ丘地区公民館

問い合わせ先  秘書広報課広報広聴担当
☎（584）1111㈹　F（584）1145 

▽ 7月16日㈫：塚原台地区公民館

▽7月17日㈬：須玖南地区公民館

▽7月18日㈭：天神山地区公民館
時間　午後7時～8時30分

○全体トーク（障がい者対象）
　障がいのある人やその家族などと意見を交換しま
す。手話通訳と要約筆記を行います。
日時　7月7日㈰
　午前10時～11時30分
場所　福祉ぱれっと館交流スペース（小倉3ｰ242ｰ1）

出前トーク「市長と語る」
7月の日程

平成31年度市民税非課税者・子育て世帯対象
10月から使用できるプレミアム付商品券販売

　主に市内の商品券利用可能店舗で使用できるプ
レミアム付商品券を、発行・販売します。
　購入対象者の住所地宛てに、申請書や引換券を
送付しますので、住民登録が済んでいない人は、
速やかに住民登録をしてください。また、郵便物の
転居届が済んでいない人は、別途郵便局で転居届
をしてください。
※従来の商工会が販売しているプレミアム商品券と
は異なるものです。
※プレミアム付商品券に関する特殊詐欺に気を付
けてください。
対象

▽平成31年度市民税非課税者（課税者の扶養親族
や生活保護受給者などを除く）
該当すると思われる人には、7月中旬以降に申

請書を送付します。
申請期間　8月1日㈭～11月30日㈯（消印有効）
申請方法　送付された申請書に必要事項を記載
の上、郵送する

※申請後、購入引替券の交付が決定した人には、
9月下旬に市から購入引換券を送付します。商
品券の購入を希望する人は、購入引換券を指
定の日時・場所に持参して商品券を購入してく
ださい。

※商品券は、対象者1人につき5冊まで購入できます。
※購入対象者かどうかを、電話で答えることはでき
ません。

▽子育て世帯主（平成28年4月2日～令和元年9月30日
に生まれた子が属する世帯の世帯主）
　子育て世帯主は、申請不要です。9月下旬に、市
から購入引換券を送付します。商品券の購入を希望
する人は、購入引換券を指定の日時・場所に持参し
て購入してください。
※商品券は3歳未満児人数×5冊まで購入できます。
販売する商品券　1冊につき500円券×10枚綴り（販売
価格4,000円）
※商品券販売日時・場所は購入引替券送付時に案内し
ます。
※商品券および購入引替券の第三者への転売・譲渡や
換金はできません。
商品券使用期間　10月１日㈫～令和2年2月29日㈯
商品券の利用対象にならないもの　出資や金融商品、
商品券、プリペイドカード、たばこ、性風俗特殊営業、
国や市への支払い（公営ギャンブルを含む）など

○商品券利用可能店を募集（予定）
登録できる取扱店　市内の小売店・飲食店・サービ
ス店など
※募集に関する詳細については、7月下旬に市ウェブ
サイトに掲載予定です。

※賦課期日（平成31年１月１日）の元号に基づき、平成31年度と
表記しています。
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今年は「みんなで春をつくろう」というテーマで作
品を募集します。これは、市のブランドイメージで
あり、「春」とは「みんなに新しいこと、みんなが助
かること、みんなが喜ぶこと」です。
「みんなで春をつくろう」から皆さんが想像するも
のを、生き生きと自分らしく、自由に描いてくださ
い。
詳しくは、応募要項を確認してください。
対象　県内に居住する小学生
受付期間　7月16日㈫～9月27日㈮（必着）
画材など　四つ切画用紙（38㎝×54㎝）に限る、画
材自由
応募方法　応募要項の応募個票Bに必要事項を記
入の上、作品の裏面右下に貼付し、送付票Aを
添えて直接持参するか郵送する（持参する場合
は、平日の午前9時～午後5時）
※入賞者（47人）には、12月14日㈯にふれあい文
化センター旧館サンホールで賞状と副賞を贈呈し
ます。
※入選・入賞作品約300点は、12月10日㈫～22
日㈰に、ふれあい文化センター新館ギャラリーに
展示します。
※応募要項と送付票A・応募個票Bは、市ウェブサ
イトから入手できます。

応募・問い合わせ先  地域教育課社会教育・読書推進担当
（〒816ｰ0831大谷6ｰ24ふれあい文化センター旧館1階）
※ふれあい文化センター総合受付では受け付けていません
ので注意してください。
☎（575）4121　F（593）7380

今年のテーマは「みんなで春をつくろう」
第28回春日市弥生の里児童画大賞展作品募集

問い合わせ先  学校教育課学校教育担当
☎（584）1111㈹　F（584）1153 

入学を控えた子どもの就学に不安のある
保護者向け個別就学相談会（無料）

　来年4月に小学校に入学する子どもの身体面や知
的面、情緒面で就学に不安のある保護者を対象に、
個別相談を行います。
　特別支援学校への入学、特別支援学級や通級指
導教室の利用を希望している人は、必ず参加してく
ださい。
　また、具体的な進路が決まっていなくても、小学
校入学に少しでも不安がある人は参加してくださ
い。
相談日時　7月22日㈪～8月9日㈮
　午前10時～午後3時
※相談時間は、30分～1時間程度です。
場所　いきいきプラザ1階通級指導教室
申込方法
○電話での申し込み（7月1日㈪～8月9日㈮）
　 ▽子育てはあと相談をしたことがある人
　　子育て支援課　☎（584）1015
　 ▽子育てはあと相談をしたことがない人
　　学校教育課　☎（584）1129
○ＱＲコードでの申し込み（7月1日㈪～希望日の3
日前）
次のＱＲコードを読み取り申し込
む

　風しんの発生とまん延予防のため、令和4年3月
31日までの3年間に限り、風しんの抗体検査と定期
予防接種を実施します。抗体検査や予防接種を受
けるには、無料クーポン券が必要です。対象者には、
6月に無料クーポン券を送付しています。
令和元年度クーポン券送付対象　昭和47年4月2
日～昭和54年4月1日に生まれた男性
※昭和37年4月2日から昭和47年4月1日に生まれ
た男性も、希望すれば無料クーポン券を送ります

問い合わせ先  健康スポーツ課健康増進担当
☎（501）1134　F（501）0051 

ので連絡してください。
接種方法
１ 無料クーポン券と身分証明書を持参し、医療機関な
どで抗体検査を受ける。

２ 抗体検査の結果、風しんへの抵抗力がないことが判
明した場合は、無料クーポン券、本人確認書類、抗
体検査結果通知を持参し、医療機関で予防接種を受
ける。
※抗体検査は、事業所健診や特定健診の際に同時に受
けられます。
※検査・接種可能医療機関については、厚生労働省ウ
ェブサイト「風しんの追加的対策」を確認してください。

期間限定で実施します
成人男性（昭和37年4月2日～昭和54年4月1日生まれ）対象風しん予防対策
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令和元年度国民年金保険料
免除、納付猶予の受付を開始します

　経済的理由などで、国民年金保険料の支払いが困難
な場合、申請して認められると保険料の納付を免除ま
たは猶予される制度があります。
　6月まで免除や納付猶予を受けていた人で、令和元
年度の申請をする人は、早めに手続きをしてください。
ただし、前年度の免除・納付猶予申請承認通知書（決
定通知書）に「継続審査申出受付済」または「期間延長承
認」と記載されている場合は、新たな申請は不要です。
　また、現在は免除を受けていない人の申請も随時受
け付けています。
令和元年度（7月～令和2年6月）の免除・納付猶予の申
請受付開始日　7月1日㈪
※今年度（4月～令和2年3月）の学生納付特例の申請受
け付けも、すでに開始しています。
※過去の期間は、申請書が受理された月から納付済み
の月を除き2年1カ月前までさかのぼって申請が可能
です。なお、免除や納付猶予、学生納付特例の承認
を受けた期間は、老齢基礎年金の受給資格期間に算
入される他、障害基礎年金や遺族基礎年金の受給資
格要件の対象期間にも算入されます。

申請に必要なもの

▽マイナンバーまたは基礎年金番号が分かるもの
※マイナンバー通知カードの場合は、運転免許証な
ど官公署が発行した顔写真付きの本人確認書類が
必要です。顔写真付きのものがない場合は、健康
保険被保険者証や年金手帳などの本人確認書類が
2点必要です。

▽印鑑、委任状（本人が手続きする場合は不要）

▽雇用保険被保険者離職票か雇用保険受給資格者証、
退職辞令書（公務員の場合）など（平成30年1月以降
の失業を理由として申請する場合、全てコピー可）

▽学生証または在学証明書の原本（学生のみ）
免除・納付猶予・学生納付特例の審査基準　下表のと
おり
※世帯構成で審査対象者が異なり、その対象者の申請
年度の前年中の所得により免除区分を決定します。

○保険料の追納
免除・納付猶予・学生納付特例の承認を受けた期
間がある場合、保険料を全額納付したときに比べ、
将来受け取る年金額が少なくなります。このため、
10年以内であれば、免除・納付猶予・学生納付特
例の承認期間中の保険料を後から納付（追納）するこ
とができます。ただし、承認を受けた年度から2年度
を過ぎて追納する場合は、当時の保険料に加算金が
付きます。追納を希望する場合は、年金事務所に問
い合わせてください。

国民年金保険料免除・猶予一覧（令和元年度）

免除・猶予
の名称

令和元年度
保険料

（定額16,410円）
免除・猶予期間の
年金受給額

所得審査基準
所得基準 審査対象者

全額免除 0円 全額納付した場合の
1/2

審査対象者の前年所得が57万円以下
※扶養親族がいる場合は、「扶養親族の数×35万円」を加
算した額になります。

本人
配偶者
世帯主

４分の３免除 4,100円 全額納付した場合の
5/8

審査対象者の前年所得が、78万円＋各種控除額など以下
※扶養親族がいる場合は、「扶養親族の数×38万円」を加
算した額になります。

半額免除 8,210円 全額納付した場合の
3/4

審査対象者の前年所得が、118万円＋各種控除額など以下
※扶養親族がいる場合は、「扶養親族の数×38万円」を加
算した額になります。

４分の１免除 1万2,310円 全額納付した場合の
7/8

審査対象者の前年所得が、158万円＋各種控除額など以下
※扶養親族がいる場合は、「扶養親族の数×38万円」を加
算した額になります。

納付猶予
（50歳未満が
対象）

0円 0
※年金額としては、
計算されません。

全額免除と同じ基準 本人
配偶者

学生納付特例 0円 半額免除と同じ基準 本人
※４分の３・半額・４分の１免除では免除された保険料（表のとおり）を納めなければ未納と同じ扱いになり、追納はできません。

問い合わせ先  

▽南福岡年金事務所
☎（552）6128　F（541）7649

▽市民課年金担当
☎（584）1111㈹　F（584）1141
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　５月28日、６月８日、７月17日の３日間にわたり、春
日野中学校で「CSかすがの」が開催されています。6
月8日は土曜参観で、保護者も参加する講座が開催
されました。コミュニティ・スクールの一環で、講師
を務めるのは地域住民。３年生全員が和太鼓、折り
紙、大正琴、盆手前、そろばん、書道、絵手紙講座と７
分野の日本の伝統文化を体験します。生徒たちにと
って、貴重な体験になることでしょう。
　　　　　　　　　（広報レポーター　鬼

おにづか
塚文

ふみ こ
子）

地域住民が中学校の先生に
「CSかすがの」開催

広報
レポーター
だより

▲春日太鼓を演奏する生徒たち

市内中学校で初めて開催

スタントマンによる交通安全教室

ブランドイメージ「みんなで春をつくろう」の取り組みが評価

全国広報コンクールで初入選

　5月28日、春日東中学校で「スケアードストレー
ト方式」による交通安全教室が行われました。
　これは、スタントマンの実演により、危険な自転
車走行に伴う交通事故の状況を再現し、受講する
人に危険性を視覚的に体験させるものです。
　全校生徒約６５０人や校区の自治会役員、保護者
も参加。驚くほどの迫力に、生徒も「身を引き締め
ます」と話しました。

　市が昨年取り組んだシティプロモーションが、（公
社）日本広報協会が主催する、全国広報コンクール
の広報企画部門に入選し、６月７日、全国広報広聴
研究大会で表彰されました。
　市が同コンクールで入選を果たすのは初めてで、
今回は5部門、計４８５作品の応募がありました。
　ブランドイメージづくりにおける、市民参画を重
視した手法などを審査員に高く評価されました。

▲見通しの悪い交差点での自転車事故を再現

▲大会で受け取った賞状

1～6年生みんなで作りあげる

春日市立小学校運動会
　6月1日・2日に、市内11の小学校で運動会が開
催されました。
　春日南小学校では、児童たちが赤・青・黄・緑
ブロックに分かれ、徒競走や各学年の対抗競技な
どで競い合いました。
　5・6年生が共同で取り組んだ組体操「創造～新
しい未来へ～」では、これまでの練習の成果を十分
に発揮し、会場を大いに盛り上げました。

▲1年生による初めての徒競走
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ラグビーワールドカップ2019TMへ機運を盛り上げる

市役所窓口で法被を着用
　大会開幕までのカウントダウンイベントに合わせ
て、ラグビーワールドカップ2019™の開幕まで
100日をきった6月13日から、市役所1階窓口の職
員が公認チームキャンプ地ロゴ入り法被を着用して
います。これは、公認チームキャンプ地のPRを行
うとともに、大会の開催を盛り上げることが目的で、
他の職員も、順次ロゴ入りポロシャツを着用する予
定です。

▲法被を着用する職員

ラグビーワールドカップ2019TM開幕目前

カウントダウンボード除幕式
　6月13日、JR春日駅で、ラグビーワールドカッ
プ2019™開幕までの日数を示すカウントダウンボ
ードの除幕式を行いました。
　多くの市民が見守る中除幕が行われ、市長は「ラ
グビーワールドカップ2019™の近まりを、市民の
皆さまに日々感じてもらえれば」と話しました。
　このボードは、JR春日駅の他、市役所1階、市
内全小・中学校に設置します。

▲除幕を行った市長（写真右）と議長

日頃の練習の成果を披露

市水泳大会
　６月９日、市温水プールで市水泳大会が開催され、
小学1年生から84歳まで計183人が参加しました。
　県民体育大会夏季大会（水泳競技）の出場選手の
選考も兼ねている同大会。応援席からは大きな声
援が上がり、選手も気合い十分。好記録もたくさ
ん出ていました。
　大会の結果は、市ウェブサイトを見るか市体育
協会（☎（５７４）９１３１）に問い合わせてください。

▲男子混合メドレーリレー

自助・共助・公助の力を高める

市総合防災訓練
　６月９日、春日西小学校で市総合防災訓練が行わ
れ、春日西中学校区の自主防災組織や自衛隊、消
防署、消防団、水道企業団、医師会など延べ７０６
人が参加しました。
　この日は、警固断層南東部を震源とする震度６
強の地震災害を想定した訓練を実施。参加した防
災関係機関相互の連携や、自主防災組織の防災行
動力を向上する機会となりました。

▲土のう作り体験に参加する市民
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問
い
合
わ
せ
先　
市
民
図
書
館

☎（
５
８
４
）４
６
４
６

F（
５
８
４
）３
９
０
０

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か

室
内
で
で
き
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
体
験（
無
料
）

　
運
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
ヘ

ル
ス
リ
ー
ダ
ー
と
一
緒
に
、
カ
ロ

ー
リ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　
運
動
が
で
き
る
服
装
と
靴
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時　
７
月
17
日
㈬

　
午
前
10
時
〜
正
午（
受
付
：
午
前

９
時
45
分
〜
）

集
合
場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
前

持
っ
て
く
る
も
の　
上
靴
、
タ
オ

ル
、
飲
み
物

問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ
ー
ツ

課
健
康
増
進
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

友
だ
ち
と
参
加
し
ま
せ
ん
か

楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ

夏
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室（
無
料
）

　
身
近
に
あ
る
も
の
を
使
っ
た
実

験
や
、
英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
、「
お
も
し
ろ
い
」を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
小
学
５・６
年
生

日
時　
７
月
27
日
㈯

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
40

分（
受
付
：
午
前
９
時
15
分
〜
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

旧
館
学
習
室
３
他

内
容

▽
理
科
：
科
学
を
感
じ
て
み
よ
う
！

▽
英
語
：
英
語
で
遊
ぼ
う
！

▽
算
数
：
夏
休
み
に「
分
数
で
き
る 

！
」を
感
じ
よ
う
！

定
員　
60
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
込
方
法　
７
月
10
日
㈬（
必
着
）

ま
で
に
、
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
児
童

の
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
学
校
名
、

学
年
、
住
所
、
電
話
番
号（
当
日

の
緊
急
連
絡
用
）、
保
護
者
名
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
青
少

年
育
成
市
民
会
議（
〒
816ｰ

０
８ 

３
１
大
谷
６ｰ

24
ふ
れ
あ
い
文
化

イ
ベ
ン
ト  Event

ス
ポ
ー
ツ  Sports

セ
ン
タ
ー
内
）

☎（
５
７
２
）４
６
０
２（
F
兼
用
）

Kasuga_asuka@
outlook.

com

最
先
端
の
研
究
成
果
を
学
ぶ

九
州
大
学
大
学
院
総
合
理
工
学
府

公
開
講
座（
無
料
）

　
熱
流
体
研
究
を
切
り
口
と
し
た

公
開
講
座
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
大
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト（http://w
w
w
.tj.kyus 

hu-u.ac.jp/

）を
見
て
く
だ
さ

い
。

対
象　
高
校
生
以
上

日
時　
８
月
24
日
㈯
・
31
日
㈯

午
後
１
時
〜
４
時（
３
コ
マ
×
２

日
間
）

※
原
則
両
日
と
も
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
１
日
し
か
参
加
で
き
な

い
人
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

場
所　
九
州
大
学
筑
紫
地
区
総
合

理
工
学
府
本
館
１
階
総
理
工
第

２
講
義
室（
春
日
公
園
６ｰ

１
）

演
題　
最
先
端
の
熱
流
体
研
究
が

示
唆
す
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
社
会

へ
の
処
方
箋

定
員　
70
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
７
月
23
日
㈫
ま
で
に
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
郵
便
、
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
職
業
、
電
話
番

号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
九
州
大

学
筑
紫
地
区
庶
務
課
庶
務
係（
〒

816ｰ

８
５
８
０
春
日
公
園
６ｰ

１
）

☎（
５
８
３
）７
５
０
２

F（
５
８
３
）７
０
６
０

srssyom
u@
jim
u.kyushu-u.

ac.jp

筑
後
川
に
つ
い
て
学
ぶ

あ
り
が
と
う「
水
」

ふ
れ
あ
い
交
流
会（
無
料
）

　
筑
後
川
流
域
に
住
む
、
う
き
は

市
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
会
を

実
施
し
ま
す（
昼
食
付
き
）。

対
象　
福
岡
都
市
圏
に
居
住
す
る

小
学
５・６
年
生

※
原
則
と
し
て
保
護
者
は
参
加
で

き
ま
せ
ん
。

日
時　
８
月
２
日
㈮

午
前
９
時
15
分
〜
午
後
５
時
30
分

場
所

▽
交
流
会
：
福
岡
タ
ワ
ー

▽
施
設
見
学
：
海
水
淡
水
化
セ
ン

タ
ー（
ま
み
ず
ピ
ア
）、
マ
リ
ン

ワ
ー
ル
ド
海
の
中
道

※
福
岡
市
役
所
に
集
合
・
解
散
で
す
。

定
員　
40
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
込
方
法　
７
月
12
日
㈮（
必
着
）

ま
で
に
、
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
応
募

者
全
員
の
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号

（
保
護
者
の
緊
急
連
絡
先
）、
学

年
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
都

市
圏
広
域
行
政
事
業
組
合
事
務

局（
〒
810ｰ

８
６
２
０
福
岡
市
中

央
区
天
神
１ｰ

８ｰ

１
福
岡
市
役

所
６
階
）

☎（
７
３
３
）５
０
０
４

F（
７
３
３
）５
０
０
５

fvgv9840@
m
b.infow

eb.
ne.jp

小
学
生
く
ら
い
か
ら

楽
し
め
ま
す

夜
ば
な
し
の
会（
無
料
）

　
昼
間
の
お
話
会
と
は
少
し
雰
囲

気
を
変
え
て
、
絵
本
な
ど
の
怖
い

話
を
し
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時　
７
月
20
日
㈯

　
午
後
７
時
〜
８
時

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

旧
館
集
会
室
Ｂ
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10
時
以
降
に
、
電
話
か
直
接
温

水
プ
ー
ル
受
付
で
希
望
コ
ー
ス
、

名
前
、
連
絡
先
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水
プ
ー
ル

☎（
９
１
５
）３
５
０
０

F（
９
１
５
）１
０
０
５

親
子
で
参
加
し
ま
せ
ん
か

夏
休
み
の
自
由
研
究
に
も

牛
乳
パ
ッ
ク
プ
ラ
ン
タ
ー
講
座（
無
料
）

　
牛
乳
パ
ッ
ク
で
プ
ラ
ン
タ
ー
を

作
り
、
野
菜
の
種
を
ま
き
、
栽
培

問い合わせ先
環境課ごみ減量担当・環境保全担当
☎（584）1111㈹  F（584）1147

指定袋に入らない、そんな時は

　大きなごみを出したいけれど、
指定袋に入らない、そんな時は「粗
大ごみ」として出してください。複
数枚の指定袋を被せても収集しま
せん。
収集日　第４回目の燃えないごみ
の収集日（夜間収集）
料金　「もってってシール」１枚５００
円
※必要なシールの枚数は、粗大ご
みの大きさや重量によって異な
ります。

ごみ出しの手順

▽ 平日の午前９時～午後４時に担
当収集業者に電話で予約する
※定期収集の場合は、毎月20日
（休みの場合は前営業日）ま
でに予約してください。予約
されていない粗大ごみは収集
しません。

▽スーパーマーケットやコンビニエ
ンスストアで「もってってシール」
を買う。

▽予約時に案内された受付番号を
記入した「もってってシール」を貼
り、収集日に指定場所に出す。

　担当収集業者の対応可能な日時
に収集することもできます。ただ
し、別途収集料金が掛かります。
　なお、
支払いは、
現金に限
ります。

市
温
水
プ
ー
ル

夏
の
短
期
水
泳
教
室

水
慣
れ
〜
４
泳
法
習
得

対
象　
３
歳
〜
中
学
生

コ
ー
ス
・
日
程

▽
Ａ
コ
ー
ス　

　
７
月
23
日
㈫
〜
25
日
㈭

▽
Ｂ
コ
ー
ス

　
７
月
30
日
㈫
〜
８
月
１
日
㈭

▽
Ｃ
コ
ー
ス

　
８
月
６
日
㈫
〜
８
日
㈭

▽
Ｄ
コ
ー
ス

　
８
月
20
日
㈫
〜
22
日
㈭

時
間　
午
前
９
時
〜
10
時

定
員　
各
コ
ー
ス
45
人（
申
込
先
着

順
）

料
金　
３
８
０
０
円（
税
込
み
）

持
っ
て
く
る
も
の　
水
着
、
ス
イ

ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ
プ
、
タ
オ
ル

申
込
方
法　
７
月
４
日
㈭
の
午
前

の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　
肥
料
に
は
、
生
ご
み
を
堆
肥
に

し
た「
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
堆

肥
」を
使
い
、
資
源
の
循
環
に
つ
い

て
も
学
び
ま
す
。

対
象　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

日
時　
７
月
28
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
下
白
水
南
６ｰ

１
９
０

定
員　
10
組（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、

牛
乳
パ
ッ
ク
、
カ
ッ
タ
ー
、
は

さ
み
、
の
り
や
ボ
ン
ド

申
込
方
法　
７
月
１
日
㈪
〜
12
日

㈮
に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課

ご
み
減
量
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
５
７

F（
５
８
４
）１
１
４
７

gom
igen@

city.kasuga.
fukuoka.jp

専
門
家
と
一
緒
に
学
び

昆
虫
に
詳
し
く
な
ろ
う

親
子
昆
虫
観
察
会（
無
料
）

春
日
公
園
の
昆
虫
を
採
集
し
、

観
察
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
小
学
生

と
そ
の
保
護
者

日
時　
７
月
27
日
㈯（
少
雨
決
行
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　
春
日
公
園（
原
町
３ｰ

１ｰ

４
）

定
員　
15
組
30
人
程
度（
申
込
先
着

順
）

申
込
方
法　
７
月
４
日
㈭
〜
18
日

㈭
に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
参
加

者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課

環
境
保
全
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
７

kankyo
@
city.kasuga.

fukuoka.jp

環
境  Environm

ent
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春
日
ま
ち
づ
く
り

支
援
セ
ン
タ
ー

　
ぶ
ど
う
の
庭
は
、
志
を
持
っ
た
市
民

が
運
営
団
体
と
し
て
、
子
育
て
支
援
や

趣
味
を
通
し
て
の
人
と
の
つ
な
が
り
支

援
な
ど
の
地
域
活
動
を
支
援
し
、
春
日

の
ま
ち
づ
く
り
へ
と
つ
な
ぐ
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

春日市須玖北５ー１５５
☎（５８９）３３８８　
F（５８９）３３９９
http://

budounoniwa.com/

開
催
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
交
流

し
な
が
ら
過
ご
し
ま
す
。
他
に

も
、
小
・
中
学
校
の
運
動
ク
ラ

ブ
の
お
別
れ
会
や
農
業
体
験
活

動
の
餅
つ
き
な
ど
に
も
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
元
保
育
所
と
い
う
木
造
の
部
屋
や

四
季
の
花
が
咲
く
庭
で
、
ゆ
っ
く
り

と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ぶ
ど
う
の
庭
が
、
子
ど
も

た
ち
の
歓
声
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
人

と
人
を
つ
な
ぐ
場
所
に
な
る
よ
う
、

願
っ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は

ぜ
ひ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
ぶ
ど
う
の
庭

を
考
え
る
会
議「
第
２
回
ぶ
ど
う
の

庭
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
」を

７
月
13
日
㈯
の
午
後
２
時
〜
５
時
に

開
催
し
ま
す（
要
事
前
申
込
）。

　
ぶ
ど
う
の
庭
は
、
子
ど
も
対
象
の

活
動
支
援
や
居
場
所
と
し
て
の
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

活
動
中
の
団
体

▼
マ
マ
♡
さ
ぽ
ー
と

　
子
育
て
中
の
人
の
た
め
に「
マ

マ
の
ホ
ッ
と
た
い
む
」を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
先
輩
マ
マ
が
子

育
て
の
楽
し
さ
・
豊
か
さ
を
伝

え
て
い
ま
す
。

▼
な
な
い
ろ
の
会

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
日

曜
日
の
午
後
に
自
由
参
加
で
集

ま
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。

▼
か
す
が
に
冒
険
遊
び
場
を
つ
く
ろ

う
会

　
「
自
分
の
責
任
で
自
由
に
遊

ぶ
」を
モ
ッ
ト
ー
と
し
た
プ
レ
イ

パ
ー
ク（
み
ん
な
の
遊
び
場
）を

春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

夏
休
み
企
画　

工
場
見
学
と
リ
サ
イ
ク
ル
工
作
会

　
家
庭
か
ら
出
た
燃
え
な
い
ご
み

を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る

の
か
、
工
場
内
を
見
学
し
ま
す
。

　
そ
の
後
、
工
場
に
持
ち
込
ま
れ

た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
銅
線
、
金
属

類
な
ど
の
廃
材
を
生
か
し
、
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
職
員
と
一
緒
に
オ

リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
作
り
ま
す
。

対
象　
春
日
市
・
大
野
城
市
に
居

住
す
る
小
学
生

○
１
コ
ー
ス

対
象　
小
学
１
〜
３
年
生

日
程

▽
Ａ
：
７
月
23
日
㈫

▽
Ｂ
：
７
月
24
日
㈬

定
員　
各
10
人

○
２
コ
ー
ス

対
象　
小
学
４
〜
６
年
生

日
程　
７
月
26
日
㈮

定
員　
20
人

時
間　
午
前
９
時
〜
正
午　
　
　

場
所　
春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ

参
加
費　
１
人
当
た
り
５
０
０
円

（
材
料
代
）

申
込
方
法　
７
月
12
日
㈮
の
午
後

５
時
ま
で
に
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
、
は
が
き（
当
日
消
印

有
効
）の
い
ず
れ
か
で
、
希
望
す

る
コ
ー
ス（
１ｰ

Ａ
・
１ｰ

Ｂ
ま
た

は
２
）、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
学

年
、
保
護
者
の
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
１
世
帯

１
枚
で
申
し
込
む（
連
名
で
申
し

込
ん
で
も
、
コ
ー
ス
別
で
当
選

と
落
選
の
場
合
有
り
）

※
申
し
込
み
の
時
点
で
、
保
護
者

の
了
解
を
得
て
い
る
も
の
と
し

ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
春
日
大

野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ（
〒
816

ｰ

０
８
１
１
春
日
公
園
６ｰ

２
）

☎（
５
９
６
）７
０
６
６

F（
５
９
５
）４
１
４
０

korplaza@
csf.ne.jp

堆
肥
の
作
り
方
や
活
用
法
を
学
ぶ

段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
菜
園
講
座

２
回
連
続
講
座

生
ご
み
を
微
生
物
の
力
で
栄
養
た

っ
ぷ
り
の
堆
肥
に
す
る｢

段
ボ
ー
ル

コ
ン
ポ
ス
ト｣

の
作
り
方
を
学
び
ま

す
。
２
回
目
で
は
、
菜
園
で
ダ
イ
コ

ン
や
ニ
ン
ジ
ン
の
種
ま
き
を
行
い
、

堆
肥
の
活
用
法
を
学
び
ま
す
。
段
ボ

ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
で
で
き
た
堆
肥
で

育
て
た
野
菜
の
試
食
も
あ
り
ま
す
。

参
加
者
は
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス

ト
用
具
の
購
入
費
補
助
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時　
７
月
24
日
㈬
、
８
月
28
日
㈬

　
午
前
10
時
15
分
〜
午
後
１
時

場
所　
下
白
水
南
６ｰ

１
９
０

定
員　
15
人

※
両
日
と
も
参
加
で
き
る
人
を
優

先
し
て
受
け
付
け
ま
す
。

材
料
費　
各
回
５
０
０
円

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、

印
鑑

申
込
方
法　
７
月
１
日
㈪
〜
12
日

㈮
に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課

ご
み
減
量
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
５
７

F（
５
８
４
）１
１
４
７

gom
igen@

city.kasuga.
fukuoka.jp

夏
休
み
に
親
子
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か

牛
頸く

び
川
の
生
き
物
を
観
察
す
る

水
辺
教
室
参
加
者
募
集（
無
料
）

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
小
学
生

と
そ
の
保
護
者

※
安
全
管
理
の
た
め
、
子
ど
も
１

人
に
つ
き
保
護
者
１
人
の
参
加

が
必
要
で
す
。

日
時　
７
月
20
日
㈯（
少
雨
決
行
）

　
午
前
９
時
〜
正
午

場
所　
牛
頸く
び
川
、
春
日
学
習
館（
春

日
３-

48
）

定
員　
15
組
30
人
程
度（
申
込
先
着

順
）

申
込
方
法　
７
月
４
日
㈭
〜
18
日

㈭
に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
参
加

者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課

環
境
保
全
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
７

kankyo
@
city.kasuga.

fukuoka.jp
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講
演
・
講
座  Lecture

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え

る
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
ナ
ギ
の

木
苑

☎（
５
９
５
）０
５
１
３（
F
兼
用
）

管
理
栄
養
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

栄
養
相
談（
無
料
）

　
赤
ち
ゃ
ん
の
離
乳
食
や
子
ど
も

の
偏
食
、
高
血
圧
症
や
糖
尿
病
な

ど
の
生
活
習
慣
病
予
防
に
つ
い
て
、

相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　
７
月
29
日
㈪

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
の

う
ち
１
時
間
程
度

※
別
日
程
で
の
相
談
を
希
望
す
る

人
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
会

議
室

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス

ポ
ー
ツ
課
成
人
保
健
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

家
族
で
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か

み
ん
な
で
子
育
て
・
孫
育
て
講
座

参
加
者
募
集（
無
料
）

対
象　
子
育
て
・
孫
育
て
に
関
わ

健
康  Health

☎（
５
８
４
）１
０
１
５

夫
婦
で
考
え
ま
せ
ん
か

パ
パ
マ
マ
教
室（
無
料
）

参
加
者
募
集

夫
婦
で
こ
れ
か
ら
の
出
産
や
育
児

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
妊
娠
経
過
が
順
調
で
、
教
室

当
日
に
お
お
む
ね
妊
娠
６
〜
８
カ

月
の
、
市
内
に
居
住
す
る
妊
婦
と

そ
の
夫

※
子
ど
も
連
れ
の
参
加
は
で
き
ま
せ

ん
。

日
時　
７
月
20
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階

内
容　
助
産
師
に
よ
る
話
、
育
児
体

験
定
員　
18
組（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳

申
込
方
法　
７
月
１
日
㈪
の
午
前
８

時
30
分
〜
17
日
㈬
の
正
午
に
、
電

話
か
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
夫
婦
の
氏

名
・
生
年
月
日
、
出
産
予
定
日
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課
母
子

保
健
担
当

☎（
５
８
４
）１
０
１
５

出
産
後
に
備
え
ま
し
ょ
う

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス

参
加
者
募
集

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
と
菓
子
を
用
意
し

て
、
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象　
市
に
居
住
す
る
妊
婦（
パ
ー

ト
ナ
ー
も
参
加
可
）

日
時　
７
月
29
日
㈪

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
和
室

内
容

▽
午
前
10
時
〜
：
助
産
師
に
よ
る
話

｢

赤
ち
ゃ
ん
用
品
を
そ
ろ
え
よ
う｣

▽
午
前
11
時
〜
：
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
▽
午
前
11
時
15
分
〜
：
テ
ィ
ー
タ
イ

ム
参
加
費　
１
０
０
円

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳

申
込
方
法　
７
月
１
日
㈪
の
午
前
８

時
30
分
〜
25
日
㈭
の
午
後
５
時
に
、

電
話
か
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
氏
名
、
生

年
月
日
、
出
産
予
定
日
、
電
話
番

号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課
母

子
保
健
担
当

る
人
、
教
育
関
係
者
な
ど

日
時　
７
月
27
日
㈯

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー
じ
ょ
な
さ
ん

演
題　
七
田
式
！
み
ん
な
で
子
育

て
・
孫
育
て
講
座

講
師　
七し
ち
だ田　
厚こ
う
さ
ん（
株
式
会
社

し
ち
だ
・
教
育
研
究
所
代
表
取

締
役
社
長
）

定
員　
50
人（
申
込
先
着
順
）

託
児　
１
人
に
つ
き
３
０
０
円（
生

後
５
カ
月
以
上
〜
５
歳
、
先
着

10
人
、
７
月
17
日
㈬
ま
で
に
要

申
し
込
み
）

申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
氏
名
、

住
ん
で
い
る
市
町
村
名
、
年
齢
、

連
絡
先
、
託
児
の
有
無
を
伝
え

る
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
人
権
男

女
共
同
参
画
課

☎（
５
８
４
）１
２
０
１

F（
５
８
４
）１
１
８
１

jyonasan@
city.kasuga.

fukuoka.jp

ナ
ギ
の
木
苑

60
歳
以
上
対
象

体
力
測
定
会

　
立
ち
上
が
る
、
歩
く
な
ど
の
日

常
生
活
に
必
要
な
動
作
が
難
し
く

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
は
、

足
腰
の
筋
力
低
下
が
原
因
の
一
つ

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

体
力
測
定
の
結
果
に
基
づ
き
、

効
果
的
な
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
助

言
し
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
が
、
施
設
利

用
料（
１
０
０
円
）が
必
要
で
す
。

対
象　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
市

民
日
時　
７
月
25
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時（
１
人
当

た
り
の
測
定
時
間
は
30
分
）

場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ナ
ギ

の
木
苑

内
容

▽
体
力
測
定（
柔
軟
性
・
バ
ラ
ン
ス

テ
ス
ト
・
筋
力
測
定
な
ど
）

▽
ロ
コ
モ
度
チ
ェ
ッ
ク（
立
ち
上
が

り
脚
力
測
定
な
ど
）

▽
結
果
説
明（
運
動
指
導
士
に
よ
る

助
言
・
効
果
的
な
軽
体
操
な
ど
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

窓
口
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏

子
育
て  Parenting
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入
な
ど
を
尋
ね
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
法
テ
ラ
ス

福
岡

☎
０
５
０（
３
３
８
３
）５
５
０
２

募
集
し
ま
す

令
和
元
年
度

自
衛
官
採
用
試
験
案
内

○
一
般
曹
候
補
生

対
象　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

（
高
卒
見
込
み
含
む
）

試
験
日　
９
月
21
日
㈯
の
午
前
中

○
自
衛
官
候
補
生

対
象　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

（
高
卒
見
込
み
含
む
）

試
験
日　
９
月
21
日
㈯
の
午
後

○
航
空
学
生（
パ
イ
ロ
ッ
ト
）

　
対
象

▽
航
空
：
21
歳
未
満
の
人（
高
卒

見
込
み
含
む
）

▽
海
上
：
23
歳
未
満
の
人（
高
卒

見
込
み
含
む
）

　
試
験
日　
９
月
16
日
㈪
・
㈷

受
付
期
間　
７
月
１
日
㈪
〜
９
月
6

日
㈮

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
自
衛
隊
福

岡
地
方
協
力
本
部
福
岡
地
区
隊
春

日
分
駐
所

☎（
５
９
１
）７
４
５
０（
F
兼
用
）

http://w
w
w
.m
od.go.jp/

pco/fukuoka/

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

一
人
親
家
庭
の
た
め
の

無
料
法
律
相
談

　
子
ど
も
の
養
育
費
な
ど
の
生
活
上

の
問
題
に
関
し
て
、
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
希
望
者
は
、
相
談
日
前
日
ま
で
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
県
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト(http://

fukuoka-kenboren.jp/
support_legal.htm

l)

を
見
て

く
だ
さ
い
。

日
時

▽
昼
間
の
相
談
：
７
月
３
日
㈬
、
８

月
７
日
㈬

午
後
１
時
〜
３
時

▽
夜
間
の
相
談
：
７
月
10
日
㈬
・
24

日
㈬
、
８
月
21
日
㈬
・
28
日
㈬

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

※
相
談
時
間
は
約
30
分
で
す
。

場
所　
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

☎（
５
８
１
）７
２
２
５

F（
５
８
１
）７
２
５
８

未
来
へ
つ
な
が
る

交
通
遺
児
育
英
会

奨
学
生
募
集

　
保
護
者
が
交
通
事
故
で
死
亡
し
た

り
、
重
い
障
が
い
が
残
り
働
け
な
く

な
っ
た
り
し
た
た
め
に
修
学
が
困
難

な
高
校
生
以
上
の
生
徒
に
対
し
て
、

奨
学
金
を
無
利
子
で
貸
与
し
ま
す
。

　
来
年
４
月
に
高
等
学
校
な
ど
に
進

学
予
定
の
人
も
予
約
応
募
で
き
ま
す
。

申
込
期
限

○
高
校
生

▽
在
学
募
集
：
令
和
２
年
１
月
31

日
㈮

▽
第
１
次
予
約
募
集
：
８
月
31
日

㈯
▽
第
２
次
予
約
募
集
：
令
和
２
年

１
月
31
日
㈮

○
大
学
・
短
期
大
学
・
大
学
院
・
専

修
学
校
・
各
種
学
校
奨
学
生

▽
在
学
募
集
： 

10
月
31
日
㈭

▽
第
１
次
予
約
募
集
：
８
月
31
日

㈯
▽
第
２
次
予
約
募
集
：
令
和
２
年

１
月
31
日
㈮

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
（
公
財
）交

通
遺
児
育
英
会

０
１
２
０（
５
２
１
）２
８
６

F
０
３（
３
５
５
６
）０
７
７
５

高
齢
者
・
障
が
い
者
対
象

公
証
人
Ｏ
Ｂ
が
応
じ
る

無
料
法
律
相
談
会

　
成
年
後
見
制
度（
法
定
後
見
、
任

意
後
見
）や
遺
言
、相
続
、財
産
管
理
、

死
後
事
務
処
理
な
ど
の
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。

　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時　
７
月
12
日
㈮

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
０
３

研
修
室（
原
町
３ｰ

１ｰ

７
）

問
い
合
わ
せ
先　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高
齢

者
・
障
害
者
安
心
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ

ト
筑
紫
出
張
所

☎（
９
２
１
）２
１
３
０（
F
兼
用
）

法
テ
ラ
ス
福
岡

弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談

日
時　
７
月
18
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
４
時

※
相
談
時
間
は
、
１
人
30
分
以
内
で

す
。

場
所　
福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局（
筑

紫
野
市
二
日
市
中
央
５ｰ

14ｰ

７
）

定
員　
６
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話
で
予
約
す
る

※
一
定
の
収
入
を
超
え
な
い
人
を
対

象
と
す
る
た
め
、
予
約
の
際
に
収

試
験  test

ー(

原
町
３ｰ

１ｰ

７
ク
ロ
ー
バ
ー

プ
ラ
ザ
内
）

定
員　
１
日
４
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む　

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ

ー
☎（
５
８
４
）３
９
３
１

F（
５
８
４
）３
９
２
３

ひ
だ
ま
り
の
会

介
護
を
考
え
る

介
護
者
の
つ
ど
い（
無
料
）

　
介
護
保
険
と
、
高
齢
者
の
た
め
の

施
設
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日
時　
７
月
18
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
３
時

場
所　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

大
会
議
室（
昇
町
３ｰ

１
０
１
）

演
題　
知
っ
て
損
な
し
！
介
護
保
険

と
高
齢
者
の
た
め
の
施
設

講
師　
市
高
齢
課
職
員

申
込
方
法　
７
月
17
日
㈬
ま
で
に
、

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
社
会
福

祉
協
議
会
地
域
福
祉
担
当

相
談  Consultation

福
祉  W
elfare



春日市役所　☎584-1111㈹
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/
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市民図書館から

「神の乗り物」であるみこしは、祭りの風景を豪華で美しく彩り、
見る人を魅了します。その製作には、木彫、漆、彫金、鋳物など日本の
伝統技術が凝縮されています。著者である宮本卯之助は、江戸時代
から続くみこし、太鼓製造販売の7代目店主。みこしの意匠から製作、
担ぎ方、保管方法に至るまで網羅した1冊です。

『神
み こ し

輿大全』
宮
みやもと
本卯

う
之
の
助
すけ
／著　誠文堂新光社　386.1ミ【棚44】

『47都道府県・伝統行事百科』
神
かんざき
崎 宣

のりたけ
武／著　丸善出版　386.1カ【棚44】

『日本の祭り』
小
お が わ
川秀
ひでかず
一他／著　パイインターナショナル　386.1ニ【棚44】

　元号が令和に変わり、来年はオリンピック・パラリンピック2020 年東京大会という大
きな祭典も開催されるなど、私たちが日本人であることを意識する出来事が続きます。
　いよいよ夏本番、祭りの季節到来です。日本の祭りを通して日本が誇れる職人の技や
伝統行事に触れてみませんか。

図書館を
もっと身近に
暮らしのなかに

ユネスコの無形文化遺産に登録されるなど、日本の祭りは今や世
界の注目を浴びています。各地の代表的な祭りの中で、伝統があり
美しく迫力のある約90の祭りを厳選。風景写真家による撮り下ろ
しの臨場感あふれる写真集です。

「祭り」の起源は神仏に供物を捧げ、五穀豊穣、無病息災を祈り、
慰霊を行う儀式であったといわれています。やがて日本の祭りは
年中行事として伝わり、それぞれの土地で祭りを共有することで人々
は絆を強めてきました。祭りを訪ね、その土地や祭りの由来に思い
をはせてみてはいかがでしょう。

日本の祭りに触れてみよう

市民図書館（大谷6-24）　☎（584）4646 F（584）3900
　 http://library-city-kasuga-fukuoka.jp/
開館時間　㈫～㈭・㈰：午前9時～午後7時
　　　　　　　㈮・㈯：午前9時～午後8時

移動図書館車たんぽぽ号が
白水大池公園に出張します！
　一般書・児童書含め約3,000冊の
本を載せています。
　1人10冊まで、2週間借りること
ができます。
　たんぽぽ号でお気に入りの本を
見つけませんか。
※初めて利用カードを作る人は、運転
免許証や保険証など本人確認が
できるものを持参してください。

※市民図書館で借りた本の返却や
本の予約もできます。

日時　7月15日㈪・㈷
　午前10時～午後3時
場所　白水大池公園ちびっこ広場横
問い合わせ先　市民図書館
☎（584）4646

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

養
育
費
・
ひ
と
り
親
１
１
０
番

弁
護
士
に
よ
る
集
中
電
話
相
談（
無
料
）

　
養
育
費
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付

け
ま
す（
匿
名
可
）。

※
離
婚
前
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

日
時

▽
７
月
17
日
㈬
：
午
後
１
時
〜
４
時

▽
８
月
24
日
㈯
：
午
前
10
時
〜
午
後

１
時

相
談
先

☎（
７
２
４
）２
６
４
４

問
い
合
わ
せ
先　
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

☎（
５
８
４
）３
９
３
１

F（
５
８
４
）３
９
２
３

調
査
員
が
皆
さ
ん
の
家
に
伺
い
ま
す

協
力
し
て
く
だ
さ
い

労
働
力
調
査

　
労
働
力
調
査
を
実
施
し
、
雇
用
状

況
や
失
業
率
の
実
態
を
明
ら
か
に
し

て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
期
間　
７
月
〜
12
月

調
査
地
区　
天
神
山
２
丁
目
、
上
白

水
５
丁
目

問
い
合
わ
せ
先　
県
企
画
・
地
域
振

興
部
調
査
統
計
課
調
査
第
一
班
労

働
力
調
査
担
当

☎（
６
５
１
）１
１
１
１

F（
６
４
３
）３
１
９
２

10
月
か
ら
消
費
税
率
引
き
上
げ

対
策
は
済
ん
で
い
ま
す
か

軽
減
税
率
対
策
補
助
金
は
９
月
30
日
ま
で

　
10
月
か
ら
の
消
費
税
率
引
き
上
げ

に
伴
い
、
軽
減
税
率
対
象
商
品
を
扱

う
店
舗
な
ど
は
、
複
数
の
税
率
に
対

応
し
た
レ
ジ
や
シ
ス
テ
ム
の
改
修
が

必
要
で
す
。
国
の
軽
減
税
率
対
策
補

助
金
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
９
月

30
日
ま
で
に
レ
ジ
・
シ
ス
テ
ム
の
導

入
・
改
修
、
支
払
い
を
完
了
さ
せ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
需
要
平
準
化
対
策
と
し
て
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
使
っ
た
場

合
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
支
援
も
、
中
・

小
規
模
事
業
者
が
営
む
店
舗
を
対
象

に
国
が
行
う
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
に
つ
い
て

軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事
務
局

０
１
２
０（
３
９
８
）１
１
１

▽
需
要
平
準
化
対
策
に
つ
い
て

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者
還
元

事
務
局

☎
０
５
７
０（
０
０
０
）６
５
５

そ
の
他  etc
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　児童センターは、18歳未満であれば誰でも利用できます（未就学児は保護者同伴）。室内遊具や運動遊具の貸
し出しがあり、行事がないときでも、いろいろな遊具で遊べます。また、たまには育児から解放されてリフレッシュ
したいという保護者を対象とした、託児付きの行事もあります。

あそぼ～
開館時間

午前10時～午後5時
児童センター

3日（水）屋上DEあそぼ　午後4時～5時　※雨天時は室内遊びに変更
10日（水）屋上DEあそぼ　午後4時～5時　※雨天時は室内遊びに変更
13日（土）おまたせ!トランポリン　午前11時～正午おはなし広場　午後2時～2時30分　
17日（水）屋上DEあそぼ　午後4時～5時　※雨天時は室内遊びに変更
20日（土）宿題がんばるっ隊　午前10時15分～正午　※小中学生対象

21日（日）
楽しいクッキング（もっちりチヂミ）　
午前10時15分～正午、12人、100円、 　
親子であそぼう　午後3時～3時20分

24日（水）

幼児水遊び（1歳以上）
午前10時30分～11時30分、先着30組
持ってくるものは要問い合わせ　※雨天中止
小学生水遊び　午後3時30分～4時30分、先着20人
持ってくるものは要問い合わせ　※雨天中止

26日（金）
親子サロンＳＰ（保育所でどろんこあそび）
午前10時30分～11時30分、持ってくるものは要問い合わ
せ　※雨天時は室内で親子サロン

28日（日）トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上
30日（火）宿題がんばるっ隊　午前10時15分～正午　※小中学生対象

31日（水）
おばけやしき手伝い隊　午後1時30分～2時30分　
※小学4～6年生対象
屋上DEあそぼ　午後4時～5時　※雨天時は室内遊びに変更

2日（火）こんにちは!!ニコヨチ児童センター（0～3歳児向け）午前10時30分～正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム

7日（日）道場やぶり（夏のクイズラリー）　午後2時～3時トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上
14日（日）トワイライトゾーンSP　午後5時～7時、中学生以上
17日（水）おはなしな～に？　午前11時～11時30分

18日（木）
ニコニコ水遊び(2歳以上）　午前10時30分～11時30分（受
付：午前10時15分～）、先着30組　※水着着用（オムツ、
水遊び用オムツは不可）、雨天中止

20日（土）わんぱく広場（ドッジボール大会）　午後2時～3時
21日（日）おばけやしき　①午前10時15分～11時45分　②午後1時30分～3時※受付は各終了時間の１０分前まで

24日（水）わんぱく広場（小学生水遊び）　午後2時～3時　※濡れても良い服装で着替え持参、雨天中止

25日（木）わんぱく広場（みんなでぱくぱくカレーの日）　午後1時～2時

28日（日）わくわくクッキング（ラムネアイス大福）　午前10時15分～正午、12人、150円、
30日（火）作ってわくわく（夏のアクアボトル）

午後2時～3時　※どちらか1日のみ参加31日（水）

2日（火）こんにちは!!ニコヨチ児童センター（0～3歳児向け）午前10時30分～正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム

6日（土）幼児タイム（親子で体操）　午前10時15分～11時道場やぶり(職員に挑戦）　午後2時～3時
13日（土）運動あそび（ラグビーを知ってみよう）　午後2時～3時
14日（日）トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

17日（水）
ニコニコ水遊び(2歳以上）　午前10時30分～11時30分（受
付：午前10時15分～）、先着30組　※水着着用（オムツ、
水遊び用オムツは不可）、雨天中止

18日（木）おはなしだいすき　午前11時～11時30分
20日（土）幼児タイム（親子で体操）　午前10時30分～11時
21日（日）かんたんクッキング（夏のさわやかカップゼリー）午前10時30分～正午、12人、150円、  
25日（木）けかつ広場（プラバン作り）　午後2時～3時　　
26日（金）作ってあそぼう（ペットボトルランタン）午後2時～3時、12人、100円、
27日（土）トワイライトゾーンSP　午後5時～7時、中学生以上

今月の休館日

1日㈪
8日㈪

15日㈪・㈷
16日㈫
22日㈪
23日㈫
29日㈪

乳幼児
対象行事
未就学児と保
護者対象。友
達づくり、子
育て情報など
の交換の場。

ヨチヨチ広場
（0～1歳児向け）

▶須玖：3日㈬、4日㈭
▶光町：4日㈭、5日㈮、17日㈬、18日㈭

▶毛勝：10日㈬、11日㈭
▶白水：4日㈭、5日㈮、11日㈭、12日㈮

午前11時～
11時40分

ニコニコくらぶ
（2歳以上）

▶須玖：2日㈫、10㈬、11日㈭
▶光町：9日㈫

▶毛勝：4日㈭、5日㈮
▶白水：9日㈫、10日㈬ 午前10時30分

～（1時間程度）親子サロン
（0～3歳児向け）

▶須玖：19日㈮
▶光町：3日㈬

▶毛勝：9日㈫
▶白水：3日㈬

子育て広場

▶須玖（親子でぎゅっ♪）：3日㈬、5日㈮、10日㈬、12日㈮、17日㈬、19日㈮、20日㈯、
24日㈬、26日㈮、30日㈫※、31日㈬　※30日㈫のみ午前11時～（20分間程度）

午後1時30分～
（20分間程度）

▶光町（おひさま広場）：4日㈭、5日㈮、9日㈫、17日㈬、18日㈭
▶毛勝（にこちゃん広場）：10日㈬、11日㈭、18日㈭、19日㈮
▶白水（ぴよちゃん広場）：4日㈭、5日㈮、9日㈫、10日㈬、11日㈭、12日㈮

午前11時40分
～正午

7月の
行事予定表

▶ の行事は、幼児も参加可（保護者同伴）　▶表中の金額は参加費など　▶ は申し込みが必要（7月2日㈫午
後5時以降に申し込み。受付／午後6時まで。電話可・小学生以上は原則として本人申し込み）
▶申し込みは1人1行事まで　▶天候により、中止または変更の場合あり（事前に要問い合わせ）

大土居1-38
☎（581）5614　 F（581）5616毛勝児童センター須玖南2-120

☎（573）2431　 F（584）7739須玖児童センター

天神山1-213
☎（593）2777　 F（593）2801白水児童センター

2日（火）こんにちは!!ニコヨチ児童センター（0～3歳児向け）午前10時30分～正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム
6日（土）ワイワイ幼児タイム　午後3時～3時30分

10日（水）
ニコニコ水遊び(2歳以上）　午前10時30分～11時30分（受
付：午前10時15分～）、先着30組　※水着着用（オムツ、
水遊び用オムツは不可）、雨天中止

12日（金）楽しいおはなし会　午前11時～11時30分
13日（土）遊びの出前!児童センター　午前10時30分～11時30分、場所：春日野小ときめきホール
14日（日）トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上
19日（金）ワイワイ広場（夏のカレーパーティ）　午後1時～2時
20日（土）かんたんクッキング（白玉パフェ）午前10時15分～正午、10人、150円、
21日（日）ワイワイ幼児タイム　午後3時～3時30分
25日（木）ワイワイ広場（ドッジボール大会）　午後2時～3時
27日（土）トワイライトゾーンSP　午後5時～7時、中学生以上
28日（日）かんたん工作（キラキラ☆アクアドーム）午前10時15分～正午、先着20人
31日（水）ワイワイ広場（卓球大会）　午後2時～3時

光町2ｰ180ｰ4
☎（501）7014　 F（501）7033光町児童センター
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白水大池公園星の館では、毎週、季節の星座や天文現象の観望会を
行っています。参加は無料です。初心者でも指導員が丁寧に案内しま
すので、気軽に来館してください。ボランティアも随時募集中です。

『星の星座をさがそう』

上記以外の天体観察もできます。昼間は太陽などを観察できます。
なお、天候などの理由により内容が変更となる場合があります。
【イベント情報】

▽太陽スライム工作：7月14日㈰・28日㈰　午後3時～4時30分　※材料費
（150円）

▽星座かみしばい（しし座）：7月27日㈯　午後2時30分～3時
※申し込みが必要です。詳細は、問い合わせるか、ウェブサイトを見てください。
※ウェブサイトでは、毎月発行している「ほしぞら新聞」などの情報を見ること
　ができます。http://www.hoshinoyakata.com/

開館日時／毎週金～日曜日  午後2時～9時30分
申込・問い合わせ先／白水大池公園星の館
☎（558）9099 （閉館日は星の館管理会社に転送されます） 
F（558）9023   starpalace@skyblue.ocn.ne.jp

日　程 時　間 内　容
7月5日㈮～7日㈰

午後7時30分～
9時30分

七夕～織姫に願いを～
12日㈮～14日㈰ ガリレオ衛星をみよう
19日㈮～21日㈰ おまたせ土星
26日㈮～28日㈰ さそり座をたどろう

平成3年
白水大池公園開園

ゆっく
り
急
げ

※市政50周年（令和４年）に向けて、市史（平成版）を編さん中です。

アーカイブ
平成
Vol.3

　「
ゆ
っ
く
り
急
げ
」は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
格
言
で
、
一
般
に「
求
め

る
結
果
に
早
く
た
ど
り
つ
く
に
は
、

ゆ
っ
く
り
進
ん
だ
方
が
良
い
」ま

た
逆
に「
歩
み
が
遅
す
ぎ
る
と
求

め
る
結
果
が
得
ら
れ
な
い
」を
同

時
に
意
味
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す

▼
今
年
、
春
日
市
役
所
に
採
用
さ

れ
、
秘
書
広
報
課
に
配
属
さ
れ
た

で
す
▼
県
外
か
ら
春
日
市
に
来

た
私
に
と
っ
て
、
求
め
る
結
果
と

は「
春
日
市
の
こ
と
を
、
よ
く
知

る
こ
と
」で
す
。
そ
れ
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
分
か
る
よ

う
な
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
で

は
な
く
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
通

の
体
験
を
共
有
し
て
、
少
し
ず
つ

確
実
に
地
域
の
一
員
に
な
り
た
い

と
い
う
こ
と
で
す
▼
私
は「
出
前

ト
ー
ク『
市
長
と
語
る
』」と「
か
す

が
市
民
懇
話
会
」を
主
に
担
当
し

ま
す
。
春
日
市
の
良
い
と
こ
ろ
だ

け
で
な
く
、
課
題
も
含
め
て
市
民

の
皆
さ
ん
と
考
え
る
機
会
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
ゆ
っ

く
り
急
い
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
　

　
　

児
こ

玉
だま

 夏
なつ

ちゃん
平成30年7月2日生
（一の谷）

井
いの

上
うえ

 紗
さ

羽
わ

ちゃん
平成30年7月11日生
（下白水北）

中
なか

島
しま

 里
り

帆
ほ

ちゃん
平成29年7月22日生
（白水ケ丘）

野
の

中
なか

 廉
れんしょう

生ちゃん
平成28年７月４日生
（日の出町）

福
ふく

田
だ

 彩
あや

乃
の

ちゃん
平成29年7月21日生

（白水池）

進
しん

 美
み

央
お

音
ん

ちゃん
平成29年7月23日生

（大谷）

重
しげ

松
まつ

 世
せ

來
らん

ちゃん
平成30年7月3日生

（小倉）

猿
さるわたり

渡 梛
な

七
な

ちゃん
平成30年7月12日生
（若葉台東）

9月生まれの
赤ちゃん
募集

（3歳まで）

写真の裏に赤ちゃんの氏名（ふりがな）、生年月日、住所、電話番号、
市報かすが7月1日号の感想を書いて郵送するか、Eメールで送ってく
ださい。Eメールはタイトルを「お誕生日おめでとう」に、写真ファイル
名は赤ちゃんの名前にしてください。8月1日㈭（当日消印有効）までの
到着分から抽選で決定します。【送り先】市報かすが「お誕生日おめでと
う」係（〒816ｰ8501春日市役所） koho@city.kasuga.fukuoka.jp※
写真は返却できません。

春日市
総合情報
メール

広報ツイッター ………………@kasuga_PR
防災ツイッター ………………@kasuga_bousai
環境課ツイッター ……………@kasuga_kankyo
納税課ツイッター ……………@kasuga_nouzei
採用ツイッター ………………@kasuga_saiyo
ラグビー事務局ツイッター …@kasugarugby

環境課インスタグラム ………@kasuga_kankyo

（
令
和
元
年
5
月
末
現
在
）

市
の
人
口

●総人口
  113,285人 （前月 ‐24）
  女58,348人（前月 ‐18）
  男54,937人（前月 -6）
●世帯数
  49,176世帯（前月 +2）

●増　転入 450人
　　　出生 87人
　　　その他 10人
●減　転出 480人
　　　死亡 50人
　　　その他 41人

議会フェイスブック
納税課フェイスブック
男女共同参画センターじょなさんフェイスブック

SNSもチェック

（メール登録用） （アプリiPhone版） （アプリAndroid版）
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ユ
リ

　

かすがの
さすが

日
本
善
行
会
か
ら
善
行
銀
章
表
彰
を
受
賞

後ご
と
う藤

　
清き

よ
た
だ忠
さ
ん（
81
歳
・
紅
葉
ヶ
丘
）

　
今
年
５
月
に
、（
一
社
）日
本
善

行
会
か
ら
善
行
銀
章
表
彰
を
受
賞

し
た
後
藤
さ
ん
。
こ
れ
は
、
青
少

年
の
健
全
育
成
、
交
通
安
全
、
社

会
福
祉
、
環
境
美
化
と
い
っ
た
善

行
活
動
に
つ
い
て
の
功
績
を
称
え

る
も
の
で
、
令
和
元
年
度
は
、
全

国
で
83
人
が
同
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　
後
藤
さ
ん
は
、
50
年
以
上
の
長

き
に
わ
た
り
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

の
役
員
と
し
て
野
外
キ
ャ
ン
プ
な

ど
を
指
導
。
ま
た
、
通
学
路
で
の

見
守
り
や
、
道
路
、
公
園
な
ど
の

清
掃
や
少
年
補
導
員
の
活
動
を
通

じ
て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
携

わ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
防
犯

指
導
員
と
し
て
も
長
年
従
事
し
、

ぶ
ど
う
の
庭
の
理
事
長
、
自
治
会

長
な
ど
を
経
て
、
現
在
は
市
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会
長
と
し
て

も
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
長
年
の
活
動
の
中
で
一
番
う
れ

し
い
の
は
、
見
守
り
を
し
て
い
た

地
域
の
小
学
生
が
、
自
分
を
覚
え

て
い
て
、
高
校
生
や
社
会
人
に
な

っ
た
今
で
も
地
域
で
あ
い
さ
つ
を

し
て
く
れ
る
と
き
、
だ
そ
う
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
関
わ
り
を

通
し
て
楽
し
く
活
動
を
続
け
て
い

る
と
い
う
後
藤
さ
ん
。
あ
い
さ
つ

を
通
し
て
地
域
の
子
ど
も
に
元
気

を
も
ら
う
の
が
健
康
の
秘
け
つ
と

の
こ
と
で
す
。
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